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　｢トイプログラム｣という語は，これまでにも非常に多くの場面で使われてきた．｢トイプ

ログラムだけ書けても仕方がない｣とか，｢トイプログラムしか証明できないシステム｣とい

った具合に使用される．要するに，実用性ゼロであることの言い換えである．実用性ゼロと

いえば，プログラムやシステムを形式的に“美しく”扱うことに対する感覚としても広まっ

ていた／いるようにも思われる．たとえば，｢再帰的プログラムなんて非効率だから考える

な｣に対して｢プログラミング上有用な概念だ｣とコメントしても相手にしてもらえない，と

いった具合である．しかし，そうこうしている間にも，主にコンパイラ関係でプログラムの

解析技術が進歩し，実用規模のプログラムに対してもかなりの程度の形式的扱いが可能で

あり有用であることが示されるようになってきた．この流れはプログラムコードのレベルに

とどまらず，プログラムの仕様やシステムの振舞いの記述や検証にまで拡がってきていると

いう．

　今月号の特集は｢フォーマルメソッドの新潮流｣で，前田英作，塚田恭章がエディタ．ま

ず｢過去・現在・未来｣と題する解説があったあと，産業界を強く意識した｢フィールドワ

ーク｣という面白い活動が紹介される．その後はFelica ICチップ開発，C言語プログラム開

発と続く．さらに検証可能な電子社会，匿名性とプライバシ，暗号安全性などの話もある．

フォーマルメソッドを“適用させられた技術者集団”には結構受けがいい，という話がたび

たび出てくる．“フォーマルメソッドの十戒”が面白い．

　｢歴史と技術的俯瞰：誕生から競合学習との出会いまで｣（黒沢由明）は，“部分空間法の

今昔（いまむかし )”の全2回の1回目．パターン認識における特徴ベクトル処理のための手
法．若干数式が多いが丁寧で分かりやすい．

　｢科学技術計算による宇宙映像表現の活用動向｣（安藤幸央）は，まず“宇宙映像”の定義

（実映像ではなくデータを可視化したもの）のあと，実例を示している．対象は“宇宙”に限

らないと思うが，その場合は“科学映像”とでも言うのだろうか．さらに社会学的なデータ

を可視化したものは，とか，いろいろ考えてしまう．

　｢映像品質評価法の国際標準化動向｣（堀田裕弘）は，圧縮や雑音などにさらされる映像

信号について，その“品質”評価の自動化に関する ITU-T/RのExpert Groupの活動紹介．確

かに，いちいち多人数を集めての主観評価を実施するのは手間がかかる．

　｢Web検索における人名の曖昧性解消技術の動向─同姓同名のクラスタリング─｣（関根

聡）は，検索されることの多い人名の扱いについての話．

　｢オフショア・ソフトウェア開発の進化と技術者の経験知｣（辻洋，守安隆，盛忠起）は，

ソフトウェア開発の海外委託の活動を対象とした話．切実な話が山積しているという．“ブ

リッジSE”という用語を初めて知った．

　｢プログラマの数値解析＋α｣（渡邊坦）は書評．長年実務として数値解析を行ってきた技

術者の手による本．ケーブルやプログラムの不良個所の発見に二分探索を使うといった実際

の苦労話が面白いという．

　｢ユビキタスコンピューティングシステム研究会｣（大内一成，戸辺義人）と｢放送コンピ

ューティング研究グループ｣（義久智樹，岡田謙一）は“研究会千夜一夜”のシリーズ．前者

では社会学的な話題も扱い，後者ではコンテンツも対象とするという，大変に現代的な活動

の紹介．（Nimble Jack）
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